
新体制でスタートした東広島市議会の議場（市役所本庁本館4階）

平成17年第１回臨時会が２月14日に開催され、２月７日の合併に伴って竹

原広域行政組合議会議員の選挙を行いました。また、２月27日の増員選挙後

初の本会議である平成17年第１回定例会が３月７に開会され、新議員13人の

所属する委員会などを決定しました。この増刊号では、東広島市議会の新し

い議会構成をいち早く皆様に紹介します。なお、平成17年第１回定例会での

代表質問・一般質問や議決状況などは次号で紹介します。

新しい議会構成を紹介します。……………………………………………………2

議長からのあいさつ／

市議会からのご案内／編集後記　ほか ……………………………4

目
次

※この市議会だよりは再生紙を使用しています。

第124号（増刊号）
（平成17年第1回臨時会）
（平成17年第1回定例会）

平成17年4月1日発行
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2市議会だより　第 124 号

議
会
運
営
・
会
議
規
則
・

委
員
会
条
例
等
に
関
す
る
事

項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
　
小
松
　
晴
義

副
委
員
長
　
牧
尾
　
良
二

委
　
　
員
　
乗
越
　
耕
司

〃

高
見
　
利
明

〃

井
原
　
　
修

〃

樫
木
　
幸
則

〃

下
村
　
昭
治

〃

石
丸
　
正

〃

山
田
　
經
介

〃

杉
井
　
弘
文

東
広
島
市
・
竹
原
市
・
大

崎
上
島
町
で
組
織
し
、
広
域

行
政
の
推
進
に
関
す
る
事
務

を
共
同
処
理
す
る
一
部
事
務

組
合
の
議
員
で
す
。

議
　
　
員
　
山
下
　
　
守

〃

中
曽
　
義
孝

〃

黒
川
　
通
信

〃

木

亮
二

議
会
運
営
委
員
会

広
島
中
央
広
域

行
政
組
合
議
会
議
員

議　　長　　　

副 議 長　　　
監査委員　　　
（議会選出）

総
務
部
・
企
画
部
・
消
防
局
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
公
平

委
員
会
・
監
査
委
員
の
所
管
に
属
す
る
事
項
と
他
の
常
任
委

員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

総
務
委
員
会

中平好昭
＜合志会＞
【安芸津町】

木 亮二
＜新政会＞

麻生　豊
＜合志会＞
【黒瀬町】

杉井弘文
＜新風21＞

家森建昭
＜合志会＞
【豊栄町】

中曽義孝
＜新風21＞

副委員長　石原賢治
＜市民クラブ＞

上田　廣
＜翔風会＞

委員長　井原　修
＜平成会＞

牧尾良二
＜平成会＞

福
祉
部
・
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

狩谷　浩
＜合志会＞
【黒瀬町】

門田　啓
＜日本共産党＞

高橋典弘
＜合志会＞
【河内町】

下村昭治
＜新風21＞

新開 彦
＜合志会＞
【安芸津町】

小松晴義
＜翔風会＞

副委員長　鈴木利宏
＜市民フォーラム＞

樫木幸則
＜新政会＞

委員長　寺尾孝治
＜新風21＞

小川宏子
＜公明党＞
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3 市議会だより　第 124 号

東
広
島
市
・
竹
原
市
・
大

崎
上
島
町
で
組
織
し
、
本
市

に
つ
い
て
は
安
芸
津
町
の
区

域
の
ご
み
・
し
尿
処
理
事
務

と
消
防
事
務
を
共
同
処
理
す

る
一
部
事
務
組
合
の
議
員
で

す
。議

　
　
員
　
井
原
　
　
修

〃

上
田
　
　
廣

〃

佐
々
木
靖
幸

〃

木

亮
二

「
議
会
だ
よ
り
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
編
集
な
ど
、
議

会
の
活
動
状
況
の
広
報
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。

委
員
長
　
門
田
　
　
啓

副
委
員
長
　
小
川
　
宏
子

委
　
　
員
　
鈴
木
　
利
宏

〃

牧
尾
　
良
二

〃

石
原
　
賢
治

〃

石
井
　
康
隆

〃

渡
邉
　
國
彦

〃

中
曽
　
義
孝

議
会
会
報
委
員
会

竹
原
広
域

行
政
組
合
議
会
議
員

生
活
環
境
部
・
産
業
部
・
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項
を
審
査
し
ま
す
。

市
民
経
済
委
員
会

高見利明
＜合志会＞
【黒瀬町】

石丸正
＜新政会＞

梶谷信洋
＜合志会＞
【黒瀬町】

村主武彦
＜市民クラブ＞

石井康隆
＜新政会＞

竹川秀明
＜公明党＞
【黒瀬町】

岩田　壽
＜翔風会＞

副委員長　赤木達男
＜市民フォーラム＞

山下　守
＜平成会＞

委員長　佐々木靖幸
＜新風21＞

原川 治
＜合志会＞
【安芸津町】

建
設
部
・
都
市
部
の
所
管
に
属
す
る
事
項
、
水
道
事
業
に

関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

建
設
委
員
会

早志美男
＜新政会＞
【福富町】

山田經介
＜市民クラブ＞

池田 興
＜合志会＞
【黒瀬町】

木昭夫
＜平成会＞

乗越耕司
＜合志会＞
【河内町】

黒川通信
＜新政会＞

奥戸政行
＜公明党＞

副委員長　鷲見　侑
＜侑鷲クラブ＞

渡邉國彦
＜翔風会＞

委員長　坂本一彦
＜平成会＞

森真理子
＜日本共産党＞

しい　議会構成 を 紹介 します。�
（委員は議席順に並んでいます。）

新�新�
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東広島市議会ホームページでは、市議会だより
や会議録、市議会の仕組み、各議員のプロフィー
ルなどを紹介しています。東広島市公式ホームペ
ージの「市議会情報」からご覧ください。
東広島市議会ホームページ・アドレス

http://www.city.higashihiroshima.hiroshima.jp

＜お問い合わせ先＞

東広島市議会事務局

〒739-8601 東広島市西条栄町８番29号

電話082-420-0966 FAX082-424-9465

市議会からのご案内

●議会ホームページをご覧ください。

平和・非核兵器都市宣言
人権尊重都市宣言

東広島市

編 集 後 記

心のゆとり 先日、作家五木寛之さんの講演を中央公民
館で聞かせていただきました。テーマは「日本人の忘れ
もの」でしたが、考えさせられることが多いお話でした。
昔は「親は子を、子は親を、また、まわりの人を思いや
る」そんな心のゆとりがあった。最近は、毎日のように
人の命が奪われるニュースが伝わって来る時代となって
います。新しい市となり、旧５町の議員も決まりました。
新しい旅立ちは、住んでいて良かったと言える「心にゆ
とりのもてる町」を目指したいと考えます。 門田啓

平
成
17
年
２
月
７
日
、
新
生
東
広
島
市
が
誕
生

し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
東
広
島
市
議
会
は
、
新
た

な
市
域
か
ら
13
人
の
議
員
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

新
体
制
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
運
営
を
図
っ

て
ま
い
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
新
市
誕
生
と
い
う
重
要
な
節
目
に
、
議
長

の
要
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
誠
に
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
政
治
・
経
済
・
社
会
等
、
様
々

な
分
野
で
の
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
、
大
き

な
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
国
か
ら
地
方
へ
の
分
権

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
情
勢
も
、
福
祉
や
環

境
等
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
行
政
の
高
度
化

や
広
域
化
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
変
革

の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

国
、
地
方
と
も
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
に
あ
っ
て
、
地
域
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度
で

専
門
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
つ
つ
、
な
お

一
層
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
主
体
性
を
も
ち

未
来
を
見
据
え
た
自
治
体
経
営
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
新
市
が
、
真
の
地
方
分
権
を
担

い
得
る
行
政
能
力
と
自
立
し
た
堅
固
な
財
政
基
盤

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
、
持
続
的
な
飛
躍
と
発
展
を
成
し
遂
げ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

新
た
に
加
わ
っ
た
海
や
山
、
美
し
い
田
園
風
景

等
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
歴
史
文
化
な
ど
多
く

の
資
源
を
活
か
し
、
よ
り
個
性
的
で
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
で
き
る
限
り
市
政
に
反
映
し
な
が

ら
、
誰
も
が
東
広
島
市
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

し
、
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
、
一
緒
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
合
併
を
新
た
な

出
発
点
と
し
て
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
し

た
活
力
あ
る
「
未
来
に
は
ば
た
く
国
際
学
術
研
究

都
市
東
広
島
市
」
建
設
を
目
指
し
、
一
丸
と
な
っ

て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
発
刊
い
た
し
ま
し
た
「
増
刊
号
」
で
は
、

新
た
に
選
任
さ
れ
た
委
員
を
含
む
常
任
委
員
会
及

び
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
等
を
ご
紹
介
し
、
平

成
17
年
第
１
回
定
例
会
か
ら
の
新
体
制
に
つ
い
て

特
集
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

議長　木 亮二
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